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ラー油調味料 お好み
しょう油 大さじ４
酢 大さじ４
パクチー お好み

豆乳 800cc
長ネギ 1／2本
ザーサイ （瓶）80g
干しエビ 小さじ４

豆乳 800cc
長ネギ 1／2本
ザーサイ （瓶）80g
干しエビ 小さじ４

11月に全世帯に配布した「かいせい
まち暮らしのガイド2020年度版」の
P19「開成郷弁」で紹介した富士美
亭の写真は、他店舗の写真でした。
正くは次のとおりです。お詫びして、
訂正します。

（写真）

（コメント）
山があり川があり花畑があるそんな
あしがら平野をイメージして作りま
した。食べてみて！
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氏　　名 保護者性別 地  区

岡野

みなみ

牛島

円中

上島

円中

誠史
朋子

敬太
絵理香

海人
知美

好倫
麻衣

康介
里子

康之
由紀

いし づか ひろ たか

すず き おう が

はぎ わら なぎ と

おおみや しん ぺい

こ さか ゆず き

男

男

男

男

女

男

石塚　大貴

鈴木　凰叶

萩原　渚人

大宮　槙平

小坂　柚季

小澤　康輝
お ざわ こう き

自慢の

朝 レシピ
１日の始まりである朝食をしっかりと食べて、毎日元
気に過ごしましょう！
このコーナーでは、町民の皆さんから募集した忙しい
朝でもパパッと簡単に作れる「自慢の朝ごはんレシ
ピ」を紹介します！

[作り方]

❶人数分のカップにそれぞれしょう油と酢を大さ
じ１ずつ入れる。

❷長ネギとザーサイをみじん切りにし、❶に加える。

❸豆乳に干しエビを混ぜ、沸騰しないよう温める。

❹❷に❸を注ぎ、お好みでパクチーやラー油調味
料をトッピングして完成。

[材料（4人前）]

台湾風豆乳スープ

寒い冬にぴったり♪

レシピのポイン
ト

牧野　明子さん
まき  の めい こ

台湾の定番朝食メニューです。家族が台

湾で食べた味をレシピで再現しました。

豆乳を沸騰させてしまうと分離するので、

沸騰前にカップに注いでください。おなか

にやさしく、体が温まります♪

●問　子育て健康課　☎84－0327
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秋
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ち
ゃ
ん
次
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川
草
の
陰
か
ら
八
羽
出
で
来
た
る 

諸
星
キ
ク
エ

　
持
病
を
抱
え
な
が
ら
も
出
勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
息
子
さ
ん
の
現
状
。
そ
れ
を
理

解
の
上
で
、
親
御
さ
ん
の
立
場
か
ら
送
り
出
す
時
の
心
情
を
吐
露
し
た
一
首
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腰
痛
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こ
ら
え
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出
勤
せ
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す
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息
子
の
後
姿
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祈
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送
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府
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徐
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に
現
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辻
岡
　
洋
子

短　歌ともしび短歌会 十一月詠俳　句開成俳句会 十二月吟

文　芸

村
人
の
交
わ
す
挨
拶
山
眠
る 

有
賀
　
孝
子

独
り
に
は
一
人
の
配
慮
年
用
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遠
藤
シ
ヅ
子

猿
島
の
砲
台
跡
や
枯
葉
舞
ふ 

遠
藤
マ
ツ
エ

山
眠
る
熊
の
親
子
の
影
遠
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奥
津
ち
わ
き

年
用
意
指
に
食
い
込
む
レ
ジ
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木
村
美
千
代

山
眠
る
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
煌
々
と 

柴
田
　
礼
子

家
族
皆
大
過
な
き
日
の
年
の
果 

下
澤
　
操
子

山
眠
る
伊
勢
神
宮
の
砂
利
踏
め
り 

瀬
戸
　
悦
子

肩
書
き
の
消
え
て
小
春
の
昼
下
が
り 

高
部
　
久
子

走
り
根
の
先
は
字
界
山
眠
る 

野
田
　
美
千

山
眠
る
風
の
変
り
し
日
暮
れ
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濱
本
　
主
雄

百
相
の
百
体
仏
や
山
眠
る 

新
井
た
か
志

（
指
導
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近
藤
　
正
臣
　
選

 

　
鴨
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、秋
の
日
和
で
川
草
の
陰
か
ら
次
々
出
現
し
た
の
に
驚
き
つ

つ
そ
の
可
愛
い
ら
し
さ
を
捉
え
た
歌
。数
字
の
具
体
明
記
が
効
果
的
で
あ
る
。

　
中
々
お
目
に
か
か
れ
な
い「
白
い
太
陽
」。そ
の
出
現
ま
で
の
刻
々
と
変
化
す

る
光
景
を
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
克
明
に
描
い
た
作
品
と
い
え
る
。
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町民センター図書室

現代語訳　ベスト・オブ・渋沢栄一

木村昌人【編】

　「日本資本主義
の父」と称され、
新一万円札の肖像
となる渋沢栄一。
彼は、生涯で約500
の企業の設立に携

わった実業家である。しかし、その人
生は失敗と挫折の繰り返しでもあっ
た。倒幕運動に参加したが中断し、
のち幕臣となる。維新後は大蔵省官
吏となり、その後実業家に転身。
　本書は『論語と算盤』をはじめと
した多くの著作の中から、彼の言葉
を厳選し、その人生と貫き通した思
想がわかる入門書となっている。

い

く

こ

う
し
ろ
で

あ
ら
は

あ
い
だ

さ

ひ
と

あ
ざ
か
い

あ
し
が
り
郷
通
信

●問 

瀬
戸
屋
敷
　
☎
84‒

０
０
５
０

ミニ

屋
根
の
葺
き
替
え
が
始
ま
る

　瀬
戸
屋
敷
で
は
、
12
月
か
ら

主
屋
の
茅
葺
屋
根
の
一
部
補
修

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　茅
葺
屋
根
は
15
年
か
ら
20
年

お
き
に
差
し
茅
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
近
年
は
茅
葺
屋
根

の
建
物
が
少
な
い
た
め
、
全
国

で
も
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
工
事
で
す
。

今
回
は
屋
根
の
一
部
の
み
葺
き

替
え
て
い
ま
す
が
、
大
量
に
使

用
す
る
茅
（
ス
ス
キ
、
ヨ
シ
等
）

の
量
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
工
事
は
、
ご
来
館
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
か
ら
の
募
金

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（敬称略）

うぶごえ
11月16日から12月15日に届出のあった方で
希望された方のみ掲載しています。

らきむ まさ と

●●●●●●●●

「
お
い
し
い
」が
そ
ろ
っ
て
ま
す

　敷
地
内
の「atelier hacco

」

で
は
、
町
の
農
家
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
特
別
価
格
で
野
菜
を
販

売
す
る
日
を
設
け
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

菜
花
、
茎
ま
で
美
味
し
い
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
採
れ
た
て

新
鮮
野
菜
の
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
町
産
の
野
菜
や
足
柄

地
域
の
食
材
を
た
く
さ
ん
の
方

に
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
、

「
あ
し
が
ら
〝
あ
っ
た
か
〞
お
で

ん
」を
始
め
ま
し
た
。

　町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の

方
に
も
お
す
す
め
で
き
る
足
柄

の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
商
品
で
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

自慢の朝ごはんレシピ/あしがり郷通信ミニ

表　彰表　彰
瑞宝小綬章（教育功労）を受章
遠藤将光さん（金
井島）が、教育者
としての長年の功
績を認められ、瑞
宝小綬章を受章さ
れました。遠藤さ
んは、県立高校校
長等を歴任されて
います。

▲中野浩一会長

令和２年度優良団体表彰を受賞
開成町スポーツ推
進委員連絡協議会
が、地域のスポーツ
振興に顕著な成果
をあげたことが認
められ、全国スポー
ツ推進委員連合か
ら優良団体として
表彰されました。

お詫びと訂正お詫びと訂正
えん  どう  まさ  みつ

▲農産物の特売日の様子。
　前庭まで品物が並ぶ。

▲苔が生えやすい西裏側の屋根
　から修繕を始めている。

▲アトリエ
ハッコHP

ア
ト
リ
エ

ハ
ッ
コ


